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 第４学年 算数科学習指導案 

 

 

１ 単元名 「角の大きさ」  

 

２ 単元について 

（１）教材観 

本単元で扱う「角の大きさ」は、学習指導要領には以下のように位置付けられている。 

第４学年 B 図形 

（５）角の大きさに関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

（ア）角の大きさを回転の大きさとして捉えること。 

（イ）角の大きさの単位（度（°））について知り，角の大きさを測定すること。 

 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

（ア） 図形の角の大きさに着目し，角の大きさを柔軟に表現したり，図形の考察に生かしたりするこ

と。 

 本単元では、角の大きさを回転の大きさとしてとらえ、角の大きさの単位「度（°）」を用いて角の大

きさを測定したり角を作ったりすることができるようにする。また、角の大きさの観点から、これまで学

習した図形の理解を深められるようにする。 

 角度を導入する際に単位量の何個分と考えたり、角の大きさを測定する際に角の大きさの見当をつけ

たりする学習活動を通して、長さや重さなどの量と同じように、角度という量について豊かな感覚を身に

付けさせる。また、角の大きさを柔軟に表現したり、図形間の関係や大きさを判断したりする際には、多

面的に考察するよさを理解させ、それを活用しようとする力を育てる。 

 角については、第２学年第１０単元「長方形と正方形」で直角の形、第３学年第１７単元「三角形と角」

で二等辺三角形や正三角形には大きさの等しい角があることや、一つの頂点から出ている２本の辺がつ

くる形を角といい、角の大きさは、図形の辺の長さに関係なく、角の大きさは辺の開き具合で決まること

を学習した。 

 また、量については、第１学年第５単元「どちらがながい」、第２学年第４単元「長さのたんい」、第６

学年「水のかさのたんい」、第３学年第１３単元「重さのたんいとはかり方」の学習を通して、単位を用

いて量を表せることを学習してきた。 

 角の大きさの単位である「度（°）」を用いて、いろいろな角の大きさを測定する際は、直角の大きさ

が９０°であることや、半回転した大きさが１８０°、１回転した大きさが３６０°であることに着目

し、図形の角の大きさの見当をつけながら測定できるようにする。 

 本単元は図形の角の大きさに着目し、図形間の関係や大きさの判断ができるようにする。例えば、各々

がかいた正三角形の３つの角の大きさを調べ、どんな正三角形も３つの角の大きさが等しいことを確か

める学習では、図形間の関係や大きさについて帰納的に考えさせる。このような学習は、第４学年第９単

元「垂直、平行と四角形」で、平行四辺形やひし形の向かい合う角の大きさが等しいことを見出したり、
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第５学年第６単元「合同な図形」や第６学年第６単元「拡大図と縮図」では、図形が「同じ」ことを角の

大きさについて着目して考察したりする学習へとつながる。 

 本単元では、直角の大きさが９０°、１回転した角の大きさが３６０°であることを基にして、角の大

きさを柔軟に表現させる。また１８０°より大きい角の大きさの求め方を説明し合う際は、どの解法も 

９０°や１８０°などに着目して考えていることに気付かせ、図、式、言葉を関連づけて考えたり、友達

の図や式を見て、その考えを読み取ったりする活動を取り入れる。例えば、２１０°の角については、 

２１０°を「１８０°より３０°大きい角」「３６０°より１５０°小さい角」と考え作図する。 

 

 

（２）単元の学習の関連と発展（省略） 

 

（３）児童観 

   本学級の児童は、算数の学習に前向きに取り組もうとする児童が多い。また自力解決等でも最後ま

で諦めずに取り組み、自分の考えを導き出そうとする姿がよく見られている。しかし、全く手がつけ

られない児童も見られる。また、自分の考えを相手に伝わるように表現したり、発表したりすること

を苦手とする児童も少なくない。 

   なお、本単元の学習前に行った算数の授業に関する意識調査とレディネステストの結果は以下の

とおりである。 

   

   ア 意識調査 

   イ レディネステストの結果と分析 

   

 

意識調査の結果から、算数の学習に興味をもち、問題を解けたときの達成感に喜びを感じる児童が多

い。また、友達の発表を聞いて自分の学習に活かそうとする姿がある。しかし、うまく説明ができるか不

安になったり、間違えたときの恥ずかしさが心配になったりして発表することへの抵抗感を感じている

児童が多い。そこで、授業の展開の中で、机間指導を行いながら支援や称賛をして自信をつけた上で、児

童同士が互いに話し合う時間を意図的に設定していく。また、算数が嫌いと答えている理由として、「計

算が苦手」、「発表がうまくできないから」だと答えていた。そこで、本単元の第１時から直角が何個分か

を考える場面があるため、式だけで考えるのではなく、直角を表す図を用いながら視覚でも捉えられるよ

う支援していく。さらに発表の準備として話型を使って自分の考えをまとめる際の手立てとなるよう指

導する。 

レディネステストの結果からは、三角定規の角の大きさについて概ね理解している。また、それぞれの

角の大きさを比較することについても、大半の児童がそれぞれの大きさを比べられた。しかし、三角定規

の角には直角が含まれることや「一つの頂点から出る２本の辺が作る形を角」ということについての理解

が十分ではないことが分かった。そこで、児童が本単元の活動に円滑に取り組めるように、第２学年で扱

った直角や、第３学年で扱った角の定義を事前に復習させ、これまでの既習内容が想起できるよう算数コ

ーナーに掲示する。また、角の量感やそれぞれの操作の仕方を確実に身につけさせるために、三角定規や

分度器の操作を行う時間を十分に確保する。 

 

（省略） 
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（４）指導観 

本単元では、これまでの形としての角の大きさの見方から、一歩進めて回転による半直線の開きの量として見る

見方を扱う。角を１つの図形とする見方に対して、「相対的に２直線の間の開き具合とみる」とか、「１点から出る２

つの半直線の一方が回転して他方に重なるまでの量とみる」などの計量的な見方がある。そこで、実際に操作を

することで、図形の角のときのような角を固定した２直線に関する形としてではなく、回転の運動に結びつけて考

えられるようにする。第１時で、角の大きさを自分で作り、調べる際に、２枚の円盤を組み合わせた教具を活用して

実感を伴わせながら回転による半直線の開きの量として見る見方を身に付けさせたい。また、その活動の中で、

回転による半直線の開きの量が１８０°よりも大きい場合もあることに気付かせ、形としての角の大きさの見方か

ら、回転による半直線の開きの量として見る見方へと理解を広げていきたい。また、分度器については、本単元で

初めて使用するため、「度（°）」について何直角といった大きい単位による表現を扱った上で、より詳しく調べた

いという必要感や、共通に用いることのできる普遍単位の必要感を基に導入を進めたい。そして、日常生活で分

度器を用いることが少ないため、その仕組みを十分に観察させ、実際に操作させながら指導していく。１８０°を

超える角を測定する際には、長さや体積などの他の量と同じように加法性が成り立ち、角度も加法や減法ができ

ることを児童の意見を取り上げながら理解させたい。作図の際には、図をかいた後に確かめる意味でも、作図した

角度について、分度器を使いながら再度測定することを習慣化させ、角度についての量感を育てたい。 

 

 

３ 研究主題とのかかわり 

【研修主題】 

「自分の考えをもち、深めることのできる子の育成」 

～思考力・判断力・表現力を高める算数の学習指導法の工夫～ 

 

仮説と具体的な手立て 

仮説・１ 基礎基本の定着を図り、授業構成を工夫することで児童は自分の考えをもちやすくなるだろ

う。  

＜手立て＞ 

・算数コーナーを活用し、本単元と関連する既習事項や思考を進める際に手がかりとなる算数用語、考

えを深めていく手立てなどを掲示することで既習を振り返り、自力解決への手立てとする。 

・分度器や定規、コンパスを操作する時間を確保し、基本的な扱い方を身に付けさせる。特に分度器は

第４学年で初めて使用するので、目盛りや測り方について確実に身に付けさせる。 

 

仮説・２ 自分の考えを伝え合い、練り上げの中で教師が意図的に話し合いを構成すれば、児童は自分

の考えを深めることができるであろう。 

＜手立て＞ 

・教師が意図的に話し合いを構成するために、自力解決での児童の考えを想定し、本時のねらいに沿って

組み立てる「練り上げ構想図」を作成する。授業では「練り上げ構想図」をもとにし、児童の発言を取

り入れながら本時のまとめへとつなげていく。 

・自分の考えを友達にわかりやすく伝えるために、発表の話型を用いて自分の考えを伝えさせる。話型

は教室に掲示したり、児童の手元に置かせたりして、いつでも参考にできるようにしておく。 
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４ 単元の目標 

○角の大きさを回転の大きさとして捉えることを理解し、それらを活用して角の大きさの単位（度 

（°））や分度器を用いて角の大きさを測定したり、必要な大きさの角を作ったりすることができる。 

【知識及び技能】 

○図形の角の大きさに着目し、角の大きさや三角形などの図形を考察し、説明することができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

○数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考

える態度、数学のよさに気付き学習したことを生活や学習に活用しようとする。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 

５ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 角の大きさを回転の大きさとし

て捉えその単位（度（°））に

ついて知り、測定の意味につい

て理解している。 

② 角が９０°より大きいか小さい

かを判断するなどして、分度器

を用いて角の大きさを測定した

り、必要な大きさの角を作った

りしている。 

① 角の大きさを加法的に見た

り乗法的に見たりするな

ど、柔軟に考えている。 

② 角の大きさを根拠にして図

形を判断したり、それを表

現したりするなどして図形

を考察している。 

① 角の大きさの学習を生か

し、身の回りにある図形

を角の大きさに着目して

捉えようとしている。 

 

 

 

６ 指導及び評価計画（１０時間） 

時

間 

〇ねらい 

・学習活動 

評価規準（評価方法） 

  ・指導に生かす評価 〇記録に残す評価 

知識・技能 思考・判断・

表現 

主体的に学習に

取り組む態度 

１ 

 

 

 

〇半直線を回転させるといろいろな大きさの

角ができることを理解する。 

・２枚の円を組み合わせていろいろな角をつく

り、角の大きさがどのように変わるかを調べ

る。 

・角の大きさを、「直角」を単位にして表す。 

 ・思① 

（行動観察、

ノート分析） 

・態① 

（行動観察、ノー

ト分析） 

２ 〇分度器の観察を通して、角の大きさの単位

「度（°）」を知り、角の大きさの表し方を理

解する。 

・分度器の目盛りの構造を調べる。 

・角度の単位「度（°）」と、１直角＝９０°の

関係を知る。 

・知・技① 

（行動観察、

ノート分析） 

 ・態① 

（行動観察、ノー

ト分析） 
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３ 

 

 

〇分度器を用いて角の大きさを測定すること

ができる。 

・分度器を使った角度の測定の仕方を知り、い

ろいろな角度を測定する。 

・知・技② 

（行動観察・

ノート分析） 

 〇態① 

（行動観察、ノー

ト分析） 

４ ◯分度器を用いて角の大きさを測定すること

ができる。 

・９０°より小さいか、大きいかの見当をつけ

てから角度を測定する。 

・三角定規のそれぞれの角度を知る。 

・２直線が交わってできる向かい合った角の大

きさを調べたり、計算したりする。 

・知・技② 

（行動観察・

ノート分析） 

  

５ 

本

時 

〇１８０°より大きい角度の測定の仕方を、既

習の分度器を用いた角度の測定の仕方を基

に考え、説明することができる。 

・１８０°より大きい角度の工夫した測定の仕

方を考え、その考えを式に表したり、説明し

たりできる。 

 ○思① 

（行動観察、

ノート分析） 

 

６ 〇分度器を使って角をかいたり、三角形をかい

たりすることができる。 

・決められた２つの角と１辺の大きさから、三

角形をかく方法を考える。 

・分度器を使った角のかき方や三角形のかき方

を知る。 

・知・技② 

（行動観察・

ノート分析） 

○思① 

（行動観察、

ノート分析） 

 

７ ◯分度器を使って角をかいたり、三角形をかい

たりすることができる。 

・いろいろな大きさの角をかく。 

・決められた２つの角と１辺の大きさから、三

角形をかく練習をする。 

・コンパスを用いて正三角形をかき、３つの角

度を測定し、全て等しく６０°であることを

確認する。 

〇知・技② 

（行動観察・

ノート分析） 

  

８ ◯数学的活動を通して学習内容の理解を深め、

角の大きさについての興味を広げる。 

・坂道分度器を作り、坂道の角度を測定する。 

  ○態① 

（行動観察、ノー

ト分析） 

９ ◯学習内容の定着を確認し、理解を確実にす

る。 

・練習問題に取り組む。 

〇知・技② 

（行動観察・

ノート分析） 

・思② 

（行動観察、

ノート分析） 

 

10 ◯単元テストを行い、学習内容の定着を確認

し、理解を確実にする。 

・テストを通して学習内容を振り返る。 

〇知・技② 

（ペーパー

テスト） 

〇思② 

（ペーパー

テスト） 
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７ 本時について（５／１０時） 

（１） 本時の目標 

○１８０°より大きい角度の測定の仕方を、既習の分度器を用いた角度の測定の仕方を基に考え、説

明することができる。                    【思考力、判断力、表現力等】 

（２）展開 

過

程 

学習活動 教師の発問（◎） 

予想される児童の反応（・） 

評価規準（◇）支援（⇒） 

指導上の留意点（〇） 

時

間 

つ

か

む 

１ 問題を把握する。 

 

 

 

 

 

 

２ 解決の見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 本時の課題をつかむ。 

 

 

 

◎今までの角の大きさと比べて

どうですか。 

・大きそう。 

・分度器では計れない。 

 

 

 

◎角の大きさはどれくらいにな

りそうですか。 

・４直角よりは小さい。 

・２直角よりは大きく３直角よ

りは小さい。 

・１８０°よりは大きい。 

・２００°くらいかな。 

◎角の大きさを測るときに便利

な用具がありましたね。 

・分度器 

 

 

 

 

○第１時で扱った２枚の

円を組み合わせた図を

使うなど既習事項を振

り返り、本時への関心を

持たせ、課題解決の手が

かりとなるようにする。 

 

○大きく外れた答えにな

らないように、およその

角度の大きさを考えさ

せ、答えの見当をつけさ

せる。 

〇見通しをもたせるため

に、今まで学習したこと

で使えることはないか

考えさせる。 

 

○児童の学習に対する意

欲を高めるために、児童

から言葉を引き出しな

がら課題を立て、本時で

解決することをつかま

せる。 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考

え

る 

４ 自力解決をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎○あ の角度の測り方を考えま

しょう。 

 

 

 

C１ 解決の糸口が見つけられ

ない。 

 

 

〇分度器を実際に操作さ

せて測定させるために、

ワークシートにある問

題の図に書き込ませな

がら考えさせる。 

⇒小集団指導を行い、補助

線を引き、１８０°とあ

と何度かに着目させ、C2

の考えへと導く。 

10 

 

○あの角度は何度ですか。 

分度器を使って１８０°より大きい角度の測り方を考え説

明しよう。 
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C２ １８０°とあと何度ある

のか測り、それらを足し合わ

せて○あを求めている。 

 

 

 

 

 

 

C３ C２とは異なる部分に補助

線をかいて求めている。 

 

 

 

C４ ９０°ごとに補助線を引

きそれぞれの角度を足して求

めている。 

 

 

C５ ３６０°から○あ 以外の角

度を引いて求めている。 

 

 

⇒４直角より何度小さい

のか着目させC５の考え

へと導く。 

 

 

 

 

 

 

⇒４直角より何度小さい

のか着目させC５の考え

へと導く。 

 

 

⇒もっと手際良く測定す

るよう助言し C２や C５

の考えへと導く。 

 

 

⇒２直角より何度大きい

のか着目させ C２や C３

の考えへと導く。 

◇分度器を用いた角度の

測定の仕方をもとに 

 １８０°より大きい角

度の測定の仕方を考え、

説明している。 

（行動観察・ノート分析）

〔思・判・表〕   

深

め

る 

５ それぞれの考えを発表

し、話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

◎ペアでノートを交換し合って

友達の考えと同じところや似

ているところ、違うところ等

を探しましょう。 

 

 

 

 

 

○全体での話合いの前に

自分の考えに自信がも

てるように話型を基に

ペアで発言させ、机間指

導で支援する。 

○それぞれの考え方を理

解させ、自分の考えをさ

らに深めさせる。 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず○あ 以外の角度を測る。

次に３６０°からさっき測

った角度を引く。 

３６０−１５０＝２１０ 

まず○あ 以外の角度を測る。 

次に３６０°からさっきは

かった角度を引く。 

３６０―１５０＝２１０ 

答え ２１０° 

 

まず１８０°のところに線

を引く。次に残りの角度を測

る。最後にそれぞれの角度を

足す。 

１８０＋３０＝２１０ 

答え ２１０° 

○あ  

○い  ○いは 

30° 

○う  ○うは 

150° 

○あ  



算数 - 8 - 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 本時のまとめをする。 

 

 

 

 

 

◎１８０°より大きな角度をど

のような考えで求めたか、発

表しましょう。 

◎どんなところに目をつけて工

夫した考えなのか聞きましょ

う。 

・それぞれがもとにする角度を

決めて測っている。 

 １８０°、３６０°など。 

・１８０°にあと何度か足した

り、３６０°から引いたりす

るなど、計算をして求めてい

る。 

 

○まず１８０°に着目さ

せ、次に３６０°に着目

させるためにC２（C３）、

C５の順に取り上げる。 

○練り上げの際にC２との

共通点に気付かせ、 

 １８０°と残りの角度

を足していることを押

さえる。 

 

 

 

 

○３つの考えから、 

 １８０°より大きな角

度を測るには９０°、 

 １８０°、３６０°など

の測定しなくてもわか

る角度に着目し、それを

超えた部分やそれより

も少ない部分の求め方

について考えさせる。 

○板書のキーワードとな

る言葉に注目させ、児童

から言葉を引き出す。 

○引き出した児童の言葉

をもとに本時のまとめ

をする。 
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確

か

め

る 

７ 適用問題に取り組む。 

 

◎学習したことを生かし、問題

に取り組みましょう。 

 

 

 

○１つの方法で求められ

た児童に、もう一方の方

法にも取り組ませ、２つ

のやり方を学習させる。 

〇どちらの方法でも求め

られるが、角の大きさに

よっては、計算が簡単に

なることについて触れ

る。 

 

５ 

 

 

 

 

１８０°より大きい角度は、１８０°とあと何度か測定

し足して求めたり、３６０°から１８０°より小さい角

度を引いて求めたりすれば、測ることができる。 



算数 - 9 - 
 

振

り

返

る 

８ 本時の学習の振り返り

をする。 

◎今日の学習でどのようなこと

がわかりましたか。 

・１８０°より角度が大きくて

も工夫すれば角度は測れる。 

・１８０°とあと何度か調べれ

ば求められる。 

・３６０°から余分な角度を引

けば求められる。 

・違う角度の時もやってみたい。 

○本時の学習でわかった

ことや今後もっと学習

したいことなどを書か

せる。 

○一人一人の学習状況を

把握し、次の学習へ生か

すようにする。 

○今回学んだことについ

てどのように生かして

いきたいかを考えられ

るようにする。 

５ 

 

 

８ 板書計画 

 

 

 

  

 

  

   １８０°より大きい 

 

 

 

 

 

○問  ○か  ○ま  

○ふ  

○見  

○練

 

・分度器を使う。 

・三角定規が使えそう。 

 １８０°より大きい角度は、 

１８０°とあと何度か測定し足し

て求めたり、３６０°から１８０°

より小さい角度を引いて求めたり

すれば、はかることができる。 

 

分度器を使って１８０°より大きい

角度の測り方を考え説明しよう。 

○あの角度は何度ですか。 

・１８０＋１５０＝３３０ 

・３６０−３０＝３３０ 

 

答え ３３０° 

②３６０°からどれだけ

小さいか。 

 

 

 

 

 

３６０−１５０＝２１０ 

答え ２１０° 

①１８０°よりどれだ

け大きいか。 

 

 

 

 

 

１８０＋３０＝２１０ 

答え ２１０° 


